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 梅雨が明け、ようやく本格的な夏がやってきました。アサガオが朝の光を浴び、高く伸びたツルにたくさんの花を咲かせ、セミのにぎやかな

鳴き声が暑さを演出してくれています。 

 気温が上がった日や雨上りの蒸し暑い日などには、休息や水分補給などをして体調管理に気を付けていきましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

             

              

 

６月利用状況 

 病児利用件数 ７件 

 キャンセル  ６件 

 

予約受付 電話：0282-86-5505 内線：5955 

      月～金曜日 ７時 30分～18時 00分 

 ご利用は申し込み順になります。 

          まずは、お問い合わせください。 

  獨協医科大学病院 病児保育室にじいろキッズ 

にじいろだより 

熱中症に気をつけましょう 
 

梅雨の蒸し暑さが過ぎ、ジリジリと暑い夏本番がやって

きます。この時期、特に気をつけたいのが熱中症です。乳

幼児は体も小さく、自ら意思表示をして水分をとることが

難しいので、脱水症や熱中症にならないよう周囲の大人が

気をつけましょう。熱中症は炎天下だけでなく、湿度の高

い室内でも起こり得ます。通気性のよい服を着せ、こまめ

に水分を与え外出時には帽子をかぶらせるなどしましょ

う。体調の変化に気をつけ暑い夏を健康に乗り切りましょ

う。 

水分のとり方に気を付けましょう 
 

暑い季節、汗をかくことで皮膚から熱を奪って体温を下げよう

と機能します。子どもたちは長時間汗をかいても遊びに夢中で、の

どの渇きに気づきにくいことがあります。 

①牛乳やジュースは消化に時間がかかるので避け、水かお茶を

ゆっくりと飲む。 

②飲み物は冷やしすぎない。 

③一度に大量に飲まない。 

④運動前後にこまめに水分を摂取する。 

という、４つの点に注意して上手に水分を 

摂りましょう。 

おすすめえほん 

☆病児保育室説明会☆ 

６月２２日（金）Dormitory いちょう１階会議室に

て病児保育室説明会を行い、３名の方の出席があ

りました。 

お忙しい中の参加、ありがとうございました。 

６月 
利用のお友達 


